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２２
【
続
報

】
特
集
「
仲
間
が
増
え
て
い
ま
す
！
新
入
教
職

員
を
む
か
え
、
各
組
合
で
の
加
入
呼
び
か
け
を
実
施

（
北
海
道
大
、
山
形
大
、
東
京
農
工
大
、
新
潟
大
、

　
　

名
古
屋
工
業
大
、
京
都
大
、
大
分
大
、
松
江
高
専
）」

３３

論
壇
「
吃
音
へ
の
理
解
の
あ
り
方
‐
‐
話
し
方
の
受
容
の

先
に
あ
る
も
の
」
岐
阜
大
学
教
育
学
部
教
授　

村
瀬

忍

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
東
京
学
芸
大
学

  

「
人
勧
対
応
や
地
域
手
当
な
ど
、

　
　
　
　

教
職
員
の
待
遇
改
善
に
む
け
て
」

・
沼
津
工
業
高
等
専
門
学
校

  

「
変
革
の
時
代
に
寄
り
添
う
教
職
員
組
合
」

　

全
大
教
中
央
執
行
委
員
会
は
４
月

21
日
か
ら
23
日
、
国
公
立
大
学
・
大

学
共
同
利
用
機
関
・
国
立
高
専
の
運

営
費
交
付
金
の
抜
本
的
な
増
額
を
求

め
て
国
会
議
員
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

　

衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
お
よ
び

参
議
院
文
教
科
学
委
員
会
に
所
属
す

る
全
て
の
議
員
と
こ
れ
ま
で
に
要
請

な
ど
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
議
員
へ

要
請
を
行
い
、
懇
談
に
応
じ
て
い
た

だ
い
た
議
員
と
個
別
に
懇
談
を
行
い

ま
し
た
。

　

国
立
大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究

が
高
度
化
し
、
必
要
経
費
も
増
加
し

て
い
る
一
方
で
、
運
営
費
交
付
金
は

減
少
し
て
い
ま
す
。
各
大
学
等
で
は

外
部
資
金
・
競
争
的
資
金
の
獲
得
に

努
力
し
て
い
る
も
の
の
、
時
限
・
使

途
限
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
長
期
的
な

課
題
へ
の
対
応
は
難
し
く
、
運
営
費

交
付
金
の
代
替
を
行
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
加
え
て
、
物
価
・
人
件
費

の
上
昇
に
よ
り
各
大
学
等
の
財
政
は

い
っ
そ
う
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

大
学
か
ら
配
分
さ
れ
る
個
人
研
究

費
が
年
間
数
万
円
、
人
事
院
勧
告
水

準
の
賃
上
げ
も
困
難
、人
事
の
凍
結
、

老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
は
先
送
り

と
い
っ
た
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。

国
立
大
学
病
院
の
経
営
も
大
変
厳
し

く
、
高
度
医
療
と
研
究
・
人
材
育
成

と
い
っ
た
機
能
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
補
正
予
算
と
令
和
８

年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
こ
う
し

た
状
況
に
対
応
す
る
運
営
費
交
付
金

の
増
額
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
な
お
、
各
大
学
等
の
財
政
状

況
は
厳
し
く
、
見
通
し
を
も
っ
た
大

学
運
営
、
教
育
研
究
を
行
う
た
め
に

は
持
続
的
な
増
額
が
必
要
で
す
。

　

要
請
に
あ
た
り
、
教
育
研
究
現
場

の
状
況
を
説
明
し
、
持
続
的
な
教
育

研
究
力
の
向
上
に
む
け
て
、
①
教
育

研
究
の
高
度
化
に
対
応
し
、
か
つ
、

物
価
・
人
件
費
の
上
昇
を
反
映
し
た

運
営
費
交
付
金
の
増
額
、
②
教
育
研

究
の
実
施
に
不
可
欠
な
基
盤
的
経
費

を
着
実
に
措
置
し
た
上
で
、
競
争
的

経
費
・
評
価
配
分
は
プ
ラ
ス
α
で
措

置
す
る
こ
と
な
ど
を
提
言
し
、
様
々

な
機
会
を
通
じ
た
尽
力
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

懇
談
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
各
議

員
に
お
い
て
は
、
運
営
費
交
付
金
の

増
額
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
示

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
継
続
的

な
取
組
へ
の
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

  　
　
（
書
記
長　

永
井
信
）


